
持
続
的
な
交
流
の
創
造
と

地
域
の
活
性
化
に
寄
与

Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
が

周
年

９年間を振り返る

受
賞
が
地
域
の
自
信
に

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
受
賞
後
も
応
援

　
２
０
０
６
年
４
月
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は

「
地
域
密
着
」を
掲
げ
た
地
域
会
社

に
分
社
化
。
ま
た
事
業
ド
メ
イ
ン

を
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
旅
行
業
か

ら
脱
却
し
て
、
地
球
を
舞
台
に
あ

ら
ゆ
る
交
流
を
創
造
す
る「
交
流

文
化
事
業
」と
定
義
し
た
。正
対
す

る
地
域
に
寄
与
し
、併
せ
て
、交
流

文
化
事
業
と
い
う
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
事
業

ド
メ
イ
ン
を
広
く
社
会
に
知
ら
せ

る
た
め
、

年
に
創
設
さ
れ
た
の

が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
だ
っ
た
。

　
過
去
９
回
の
受
賞
作
品
を
振
り

返
る
と
、
第
１
回
の
最
優
秀
賞
を

射
止
め
た
の
は
兵
庫
県
豊
岡
市
企

画
部
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課「
コ
ウ

ノ
ト
リ
も
暮
ら
す
ま
ち
へ
　

豊
岡

の
挑
戦
」。Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
翌
年
、こ
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
保
護
の
取
り
組
み
を

団
体
向
け
企
画
旅
行
と
し
て
商
品

化
し
た
。
受
賞
後
に
も
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

地
域
を
支
援
す
る
こ
と
の
証
左
だ
。

　
豊
後
高
田
市
観
光
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
「
豊
後
高
田
『
昭
和
の

町
』物
語
」が
第
２
回
の
優
秀
賞
。

昭
和
の
町
は
、
受
賞
が
起
爆
剤
と

な
り
、
翌
年
か
ら
入
り
込
み
観
光

客
数
を
大
き
く
伸
ば
す
。
賞
に
よ

る
宣
伝
・
誘
客
効
果
が
は
っ
き
り

と
示
さ
れ
た
事
例
だ
。

　
地
域
に
寄
与
す
る
た
め
の
賞
。

そ
れ
を
最
も
象
徴
す
る
の
が
２
０

１
１
年
の
第
７
回
だ
。
３
月

日

の
東
日
本
大
震
災
で
多
大
な
被
害

を
受
け
た
岩
手
県
田
野
畑
村
。
体

験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
漁
村
の
暮
ら
し
体
験
が
地
域
を

再
生
す
る
『
番
屋
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
』
」
は
、
漁
村
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
地
元
の
熱
意
で
い
ち
早
く
復

活
し
、
最
優
秀
賞
に
。
賞
は
東
北

観
光
の
復
興
を
応
援
す
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ

の
エ
ー
ル
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
第
９
回
の
最
優
秀
賞
、
神
岡
・

町
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
線
路

よ
響
け
‼
い
つ
ま
で
も
レ
ー
ル
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
『
Ｇ
ａ
ｔ
ｔ
ａ

ｎ
　
Ｇ
ｏ
‼
』
」
に
つ
い
て
も
、

旅
行
商
品
化
さ
れ
、
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。

　
受
賞
に
よ
っ
て
「
自
信
が
つ
い

た
」「
活
動
の
幅
が
広
が
っ
た
」と

い
う
地
域
の
声
も
多
い
。
今
年
は

９
月

日
が
応
募
の
締
め
切
り
。
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観
光
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
事
例
を
求
む
―
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ

は
、
地
域
の
組
織
・
団
体
を
対
象
と

し
た
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
」
の
作

品
募
集
を
８
月
１
日
か
ら
始
め
た
。

２
０
０
５
年
に
創
設
さ
れ
、
今
年
で


回
目
を
迎
え
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
交
流
文
化
賞
は
、
地
域
に
根

ざ
し
た
持
続
的
な
交
流
の
創
造
と
、
各

地
域
の
魅
力
の
創
出
、
地
域
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
大
き
な
特
徴
は
、
「
持
続
可
能
な
観

光
」
を
応
援
す
る
賞
だ
と
い
う
こ
と
。

受
賞
し
た
地
域
の
取
り
組
み
に
対
し
て

は
、
表
彰
し
て
讃
え
る
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
な
る
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
つ

な
が
る
よ
う
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
受
賞
後
に
商

品
化
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
っ

て
全
力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

　
選
考
は
「
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、
持
続
的
な
観
光
振
興
や
地
域
活

性
化
へ
の
波
及
や
貢
献
が
見
込
ま
れ

る
」「
地
域
資
源
の
活
用
な
ど
地
域
の
独

自
性
が
生
か
さ
れ
て
い
る
」「
地
域
の
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
、
組
織
が
連
携
し

て
い
る
」
な
ど
を
基
準
に
行
わ
れ
る
。

　
な
お
、
組
織
・
団
体
を
対
象
と
し
て

い
る
ほ
か
、
実
際
の
旅
行
体
験
に
基
づ

い
た
交
流
を
題
材
と
し
た
個
人
の
旅
行

を
表
彰
す
る
「
交
流
文
化
体
験
賞
一
般

部
門
」「
同
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
」も
あ
る
。
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